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支援部門」が担っている。2007 年 4 月に留学生センターが国際センターに改組されたのに伴
い、翌 2008 年 4 月に「留学生部門」が設置され、教職共同で留学生支援を実施する体制が発
足した。その後、「留学生部門」は、2010 年 4 月に「留学生支援部門」、2012 年 4 月に「留学
生指導・支援部門」、2014 年 4 月に「留学生・外国人研究者生活支援部門」に改称され、2014
年 7 月に国際センターがグローバル・パートナーズに改組されると同時に現行の「受入支援部
門」となった。頻繁な名称変更が煩わしいため、本稿では便宜的に「受入担当部門」と表記す




 他方、1992 年 4 月の留学生センター設置以降 2014 年 3 月まで専任の留学生相談指導担当
教員が配置されており、新入留学生のための生活オリエンテーションを実施すると共に、同教
員が所管する留学生支援ボランティア・WAWA のスタッフの協力を得て新入留学生の受入支
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 従来、渡日予定が確定している国費留学生及び EPOK 学生などを対象として、岡山空港ま







援者数は、2001 年度～2003 年度が 40 人台、2004 年度～2008 年度が 20 人台、2009 年度～










 2011 年度までは WAWA の主催で、主として国費留学生を対象とする新入生向けのキャンパ
スツアーを毎期 1 回ずつ実施していた。2012 年度にサポートオフィスの事業として引き継ぎ、












2001 年 10 月以降、留学生センターにおいて全学の新入留学生を対象とする生活オリエンテ
ーションを開催することにした。ちなみに、2001 年度後期には、14 種類の説明項目を準備し、
5 種類の資料を配布した（４）。生活オリエンテーションの実施方法と実施内容に関しては改善








5 回から 4 回に減らし、参加者がほとんどいない 7 月と 1 月は実施しないこととした。2012
年度には、説明項目(17)として「休学」に関する注意事項を追加した。6 か月以上休学してア
ルバイトに専念する留学生が目につくため、事務方から注意喚起の要望があり、加筆した。ま
た、2012 年 7 月 9 日に新しい在留管理制度がスタートしたことに伴い、後期には説明項目(6)
「出入国関連」及び(8)「資格外活動」の記述を一部修正した。2013 年度には学外の団体によ
る無料相談の説明項目を整理し、最新情報に基づく 9 項目とした。また、後期には『新入生の
ための生活オリエンテーション』を従来の日英中の 3 か国語表記から日英 2 か国語表記に簡
素化し、別途中国語版を作成した。なお、2001 年度から 2008 年度にかけての改善の試みに
関しては、岡（2009）pp.89-92 を参照願いたい。 
 


































  1)病気・ケガ（①平日の昼間、②平日の夜または休日、③インフルエンザ、 
            ＋歯科治療に際しての注意） 
  2)国民健康保険 
  3)傷害保険（学研災＋付帯賠償責任保険） 
  4)安全な生活 
  5)住まい 
  6)出入国関連（①居住地の届け、②在留カード携帯、③ビザ更新、 
                  ④住所変更等、⑤一時出国） 
    7)奨学金 
    8)資格外活動（時間・職種の制約） 
    9)ハラスメント 
   10)麻薬 
   11)運転免許証 
   12)持ち主不明の自転車 
   13)大学生協 
   14）ごみの出し方 
   15)振り込め詐欺 
   16)暴風警報 
   17)休学 
   18)卒業後 
  19)のぞみ法律事務所による無料法律相談 
   20)岡山パブリック法律事務所岡山大学支所による無料法律相談 
   21)「行政書士」による外国人在留無料相談 
   22)「宅建協会」による住宅トラブル無料相談 
   23)「岡山労働局」による「外国人労働者相談コーナー」」 
   24)「岡山弁護士会」による「外国人のための無料法律相談」 
   25)岡山県が提供する「おかやま生活情報」」 
   26)岡山市による「外国人相談窓口」 
   27)岡山県国際交流協会による「通訳ボランティア」 
(5)配布資料 
  1)「新入生のための生活オリエンテーション」留学生相談室 (日英中）  
    2)「生活オリエンテーション チェックリスト」留学生相談室 （日英中）     
    3)『岡山大学外国人留学生ガイドブック』岡山大学 （日英） 
    4)「健康診断のお知らせ」保健管理センター （日英） 
  5)「緊急のための多言語ガイド」岡山市消防局 （英中韓タガログ語）  
    6)『生活安全マニュアル』岡山県警察 (英中韓） 
    7)『岡山大学留学生のためのキャンパス用例集【第五版】』 （日英中）  
    8)「ごみの出し方」岡山市 （英中韓） 
    9)「近辺マップ」WAWA （日英） 
   10)「多言語によるおかやま生活情報」岡山県 （英中韓） 
   11)「禁煙外来のお知らせ」保健管理センター （日英）） 
注 1）*印＝うち 1 回は EPOK 学生対象で、EPOK 受入担当教員が実施した。 
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ている。この結果、2012 年度後期に初めて新入留学生の参加率が 100％となった。2013 年度
の実績で見ると、10 回のオリエンテーションを実施し、合計 226 人（98.7％）が参加し、不

















2001 年度から 2013 年度にかけて「日本事情」を履修した留学生は 503 人であり、その内
訳は、日本語研修生、日韓予備教育学生、日研生の在籍身分を持つ国費留学生 247 人、EPOK
等の交換留学生 220 人、その他 36 人である（７）。「日本事情」の実施状況の詳細に関しては、
岡（2005，2010）及び宇塚・岡（2014）を参照願いたい。 
同じ期間内に週末型ホームステイに参加した留学生は 443 人であり、その内訳は、日本語
研修生等の国費留学生 225 人、EPOK 等の交換留学生 188 人、その他 30 人である（８）。当該








明ではなく、なるべく多くの学生が参加しやすい土曜日に設定し、朝 10 時から午後 3 時まで
の昼食を含む、米国の大学で一般的に行われているような集約型インフォメーション・セッシ


















表３ 2014 年度後期 生活オリエンテーションのスケジュール 
時間 タイトル 内容 
























（１）Welcome to 岡山大学：Global café（グローバル・カフェ） 
Global café は１）岡山大学への歓迎されている、という実感を留学生に持ってもらう、２）
到着直後の学生生活全般のサポート体制の強化を目的に、2014 年 4 月の渡日直後の受入支援
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いる Global Café は、朝、無料で飲み物が飲めるという以上に、学生同士の自然なピア・サ
ポート、ピア・ラーニングの実践の場となったことは意義深いと言える。 
  
（２）Welcome to 岡山大学：Free Donuts Saturday 
 4 月と 10 月の毎週土曜日午前 10 時から 12 時まで留学生寮でドーナツと飲み物を振舞うイ
ベントを開催した。前期は３回で約 150 名、後期は入寮オリエンテーションも兼ねたために、






 岡山大学の３つの留学生寮のうち、一番規模の大きい 150 名定員の桑の木寮で開催し、他
の 2 つの寮に住む学生、その他留学生、日本人学生など学生であれば誰でも参加自由とした。










含むほぼ毎日、夜 7 時から 10 時まで寮の入口付近でヘルプデスクを運営した。通常の RA は
部屋で待機する形式も多いが、岡山大学では、寮の住人の誰にでも見えるところに交代でデス
クを構える体制を取っていて、これが岡大 RA の一つの特徴でもある。 
留学生の入居率は下がったが、留学生寮に責任感と行動力がありコミュニケーション能力の
高い日本人 RA 学生が入居し、ヘルプデスクを常設したことにより、留学生サポートを強化す






























図１ 桑の木 RA 募集告知  








クを 2014 年 10 月 6 日から 10 月末の間、毎日午後 2 時半から夕方 6 時まで、学生のソーシ
ャル・ラーニング・スペース/言語カフェ（L-café）に試験的に設置した。その後、留学生の


























































































留学生の印象 数  コミュニケーション 数 
a. 好感がもてた 15  a. できた 12 
b. 好感がもてなかった 0  b. だいたいできた 2 
c. どちらともいえない 0  c. 半分くらいできた 1 




 e. できなかった 0 
   
はい 14    
いいえ 0    
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新入留学生のオリエンテーションの課題の一つは出席率であるが、2013 年度は 10 回のオ


































５．結び   
 岡山大学は 2014 年度に文部科学省の事業「スーパーグローバル大学（牽引型）」に採択さ
れ、今後留学生受入数の大幅な増加が見込まれるため、受入支援のあり方を再検討する必要に





















(3)2012 年 7 月 9 日に新しい在留管理制度がスタートし、外国人登録制度は廃止され、在留カ
ードが交付されるようになった。 




(6)岡・安藤（2013）p.9 の図 5 より算出。 
(7)宇塚・岡（2014）p.182 の表１より算出。 
(8)廣田・岡（2015）p.○○の表○より算出。 
(9) 新入留学生のためのオリエンテーション対象数は、2013 年後期 77 人だったのに対し、
2014 年前期は 99 人（内部進学者 57 名を除）、後期 157 名だった。 
(10)岡山県警による注意事項を説明してもらう予定であったが、進行の遅れから行き違いがあ
り、県警の代わりに岡山大学職員が県警の作成した資料を基に例年通り注意事項を説明した。 
（11）2014 後期オリエンテーションの対象者は 157 名ほどであったが、200 名弱の出席者が
あり、その多くは以前に一度出席しているために再度出席の義務はない内部進学者であった。 
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